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燧灘の栄養塩空間分布とその形成要因
Spatial variation of nutrients and its controlling factors in the Hiuchi-Nada
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近年瀬戸内海においては、下水道の整備等にともない陸域由来の栄養塩供給が減少し、結果的に海域の栄養塩濃度を
減少させている可能性が指摘されている。特に、瀬戸内海中央部のような外洋から離れた閉鎖性海域においては、陸域
由来の栄養塩が基礎生産を支える主要な役割を果たしていると考えられる。したがって、河川水や地下水、および沿岸
海底堆積物からの詳細な栄養塩供給機構を把握した上で、栄養塩環境の保全や管理について対策を立てていく必要があ
る。しかしながら、現在の海域の栄養塩分布を形成している要因を詳細に検討している事例は少ない。そこで本研究で
は、瀬戸内海中央部に位置する燧灘を対象とし、海域の栄養塩分布の特徴を把握するとともに、河川水や地下水といっ
た陸域からの栄養塩供給が栄養塩分布に及ぼす影響について考察することを目的とした。
燧灘の西部海域を対象とし、沖合 10地点、沿岸域 12地点、主要流入河川（加茂川、中山川、蒼社川、国領川の 4河

川）および沿岸域の地下水 6地点における採水、燧灘海底部における堆積物の採取を行った。また、水試料の栄養塩濃
度および堆積物試料の形態別リン、生物起源シリカの定量分析を行った。
燧灘表層の栄養塩は沿岸域で高く、沖合ほど低くなり、特に東部でより低い傾向を示した。その一方で、底層では西部

の方で低い傾向にあり、表層と底層では全く異なる層を形成していることが確認された。堆積物中のリン、生物起源シ
リカ量はそれぞれ中部、東部で高い傾向を示した。陸域からの栄養塩供給については、河川流出量は中部で大きく、地
下水流出量は西部で大きい傾向が示唆された。以上の結果および海水のクロロフィル濃度分布等を踏まえた考察の結果、
燧灘の栄養塩環境は、中部では河川からの供給量に、西部では地下水による供給量に、また、東部では堆積物からの回
帰量に依存している可能性が示唆された。
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